
第 2 号白 樺 新 聞2 0 2 3 年 （ 令 和 5 年 ） 6 月 2 3 日

会 っ て 、 し ゃ べ っ て 。
地 域 の 集 ま り が 戻 っ て き ま し た

白 樺 新 聞 は 乗
鞍 ・ 沢 渡 ・ 白
骨 地 域 の こ と
を 発 言 す る
地 域 の た め の
新 聞 で す 。

一
 の 瀬 の

 ツ
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 気 で
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 。
入
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肥
 料 ・
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 ミ ズ
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 若 枝
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 ）
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 る
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 と
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 。 村
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決

 め
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夜
 の

 う
 ち
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 夜
 明

け
 前 に
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 そ

 れ
 っ

 と
 始

 め
 た

そ
 う

 で
 す

 よ
 。 と

 う ち
 ゃ

 ん
 が

 か
 ち

き
 
を

 刈 っ て か あ ち ゃ
 ん が 束 ね て と

背
 負

 っ
 て 下

 り て
 き て

 …
 
と

 い
 う 大

 に
仕

 事
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 っ
 た
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 。
緑
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 美

 し
 い 季 節

 で
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 ”

皆
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4 年 ぶ り に 一 緒 に ！ 子 ど も た ち よ り ア ツ く
な っ て し ま う 大 人 多 し 。 体 育 館 で の 開 催 で
し た が 「 こ の 方 が 子 ど も た ち の 顔 が わ か っ
て い い な あ 」 と お い ち ゃ ん が 呟 き ま し た 。水

 曜
 日

 に
会

 い
 ま し

 ょ
 う

毎
 週 水

 曜
 日

 ど
 な

 た
で

 も
 ふ

 ら
 っ

 と
 立

 ち
寄

 れ
 る

 私
 設

 公
 民

 館
が

 始 ま
 り

 ま し
 
た

 。
ど

 の
 世

 代
 も

 大
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だ
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 。

地
 域 の

 交
 流 の

 場
 と

し
 
て

 活
 用

 し
 
て

 は
 。

お
 し

 
ゃ

 べ
 り

 、 読
 書 、

お
 仕 事 、

 お
 子 さ

 ん
の

 遊 び
 場

 に
 。 セ

 ル
フ

 サ
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や

 コ
 ー ヒ
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 。

毎 週 水 曜 1 3 時 ～ 1 7 時 【 ¥ 】 1 0 0 円 ～ 【 問 】 s u m o m o n o r i k u r a @ g m a i l . c o m

昼 に ゼ ロ カ ー ボ ン パ ー ク 最 近 の 取 り 組 み の
説 明 会 。 夜 は 一 品 持 ち 寄 り バ ー ベ キ ュ
ー に ビ ン ゴ 大 会 。 地 元 の み ん な で 焚 き 火 を
囲 み 「 幸 せ な 1 日 だ っ た あ 」

乗 鞍 す も も 荘 開 放 日 ：
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地 元 の 味 を 守 る ！
お か み さ ん 食 堂 ！

白 樺 新 聞

ま り ち ゃ ん が
ゆ く ！

第 2 号

移 住 者 ま り 。 ！ ！
突 事 イ ン タ ビ ュ ー

乗
 鞍

 高
 原

 観
 光
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タ
 ー

 に
 四 月

 十
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光
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 て 幸 せ
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 若
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乗
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